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平成３０年９月６日 

福生市議会議長 

杉山 行男 様 

 

議会運営委員会 

委員長 清水 義朋 

 

 

議会運営委員会 行政視察報告書 

 

視察日： 平成３０年７月１２日（木） 

  平成３０年７月２６日（木） 

 

視察先： 千葉県木更津市（７月１２日） 

  東京都多摩市（７月２６日） 

 

調査事項： 議会のタブレット端末導入について 

  ・タブレット端末の導入経緯について 

  ・導入スケジュールについて 

  ・導入後のメリット・デメリットについて 

 

視察参加者： 委員長  清水 義朋 

  副委員長 五十嵐 みさ 

  委員  佐藤 弘治 

    幡垣 正生 

    武藤 政義 

    奥富 喜一 

    末次 和夫 

    乙津 豊彦 

    堀 雄一朗 

  議長  杉山 行男 

随行：    議会事務局長 齊藤 功 

    次長  大楠 功晃 

    係長 恒吉 薫 

    係長 高橋 直志 

    係員 青島 祐太朗 
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木更津市の概要 

 

 １、市制施行 昭和１７年１１月３日 

 ２、人口  １３４，９４４人 

（平成３０年４月１日） 

   男 ６７，９８１人 

   女 ６６，９６３人 

  ＊外国人住民を含む 

 ３、世帯数  ６０，９５４世帯 

 ４、面積  １３８．９５㎢ 

 

 

 ５、市の歴史 

 きさらづの語源は古事記の「きみさ 

らず伝説」にあるという説があるほど、 

歴史あるまちです。江戸時代には町人 

文化も流入し、木更津を全国的に有名にした歌舞伎「切られ与三郎」や

木更津甚句が誕生しました。港町として栄え、昭和後半はカーフェリー

も活躍。その後、陸上交通でも館山自動車道・圏央道(首都圏中央連絡

自動車道)・東京湾アクアラインがクロスする、今も昔も交通の要とな

っています。童謡「証城寺の狸ばやし」の舞台の地として有名ですが、

最近では、テレビドラマ「木更津キャッツアイ」や、人気ロックグルー

プ氣志團の出身地としても注目を浴びています。 

 位置的には、千葉県の南西部に位置し、南房総・東京湾岸に位置する

暖かなまちであり、東京湾アクアラインのたもとには盤洲干潟が広がり

内陸部には万葉集にも登場する緑豊かな上総丘陵があります。 

 陸上自衛隊木更津駐屯地があることから、全国市議会議長会の基地協

議会等で福生市とのつながりもあります。 
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多摩市の概要 

 

１、市政市施行 昭和４６年１１月１日 

２、人口  １４８，６５４人（平成３０年４月１日） 

   男 ７２，８０２人 

   女 ７５，８５２人  ＊外国人住民を含む 

３、世帯数  ７１，３０５世帯（平成３０年４月１日） 

    ＊日本人、外国人、混合世帯全てを含む 

４、面積  ２１．０１㎢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、市の歴史 

現在の多摩ニュータウンの入居が始まる昭和４６年まで、多摩市の前

身である多摩村は農村の面影を残す人口３万人あまりの静かな田園地

帯でした。戦後、首都圏中心部への人口集中と深刻な住宅難に加えて、

戦後から鉄道で結ばれていたという好条件も重なり、現在の聖蹟桜ヶ丘

駅周辺地域を中心に、都心への通勤者の居住地として多摩町が注目され

るようになりました。 

その後、市政が施行された昭和４６年以降、市の南部地域を中心に多

摩ニュータウンが形成され、全国から集まった多くの人々が、様々な価

値観を共有しながら『新しいまち』づくりを進めてきました。この多摩

ニュータウンは、市の面積の６割、人口の７割を占める形となっており

ます。 

市の中には、横田基地が管理する在日米軍多摩サービス補助施設があ

り、この施設は稲城市に跨ります。 

また、京王電鉄、小田急電鉄、多摩都市モノレールなどからなる鉄道

の駅も多く、都心へのアクセスも良いこと、加えて複数の企業・大学が

あることから、通勤通学者が多くいることも特徴です。 
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調査事項： 

 平成２９年３月に、議会改革に関する特別委員会の調査結果報告書に

ある通り、議会のペーパーレス化による事務の効率化、環境負荷低減。

また資料をデータベースとして閲覧、表示が可能な点。災害時などの緊

急時に議員による情報収集や緊急連絡にも活用できる点などからタブ

レット端末を導入していくべきとの結論に達しております。そうした中

で、具体的に導入していくためのスケジュールや定例会などでタブレッ

ト端末をどのように使用していくのか、また資料などをどのような流れ

でデータとして流していくのかをすでに導入している先進地に視察に

行くこととしました。 

 

 以下は今回両市に行くにあたり、具体的な視察調査事項として示した

ものです。 

①機器等の選定経緯について 

②使用している会議（本会議、委員会、協議会等）について 

③理事者側の使用（対象者、貸与方法）について 

④会議以外で使用している機能（メール、資料の保存、災害情報の収集

伝達等）について 

⑤導入経費及びランニングコストについて 

⑥使用規定について 

⑦端末（議員用端末、理事者用端末、事務局用端末）の管理方法につい

て 

⑧セキュリティ対策及びインターネットの閲覧制限等について 

⑨サポート体制について（操作研修の実施状況、システム障害時の業者

サポート等） 

⑩紙ベースで配布する資料とデータで閲覧する資料の区分について 

⑪保存データの保存期限及びデータ容量について 

⑫情報システム所管部署等との連携の状況について 

⑬運用後に感じる導入におけるメリット・デメリットについて 
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視察報告： 

＜木更津市＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木更津市の視察においては、斉藤議長にご挨拶をいただいた後、タブレット

端末導入について視察させていただきました。今回の視察について、事前の調

査項目に対してかなり詳細な資料をいただきましたので、要点と思えるところ

を報告させていただきます。 

 木更津市においては、民間出身の市長のＩＣＴ化推進の意志も非常に高く、

執行部側では平成２６年１月からタブレット端末「iPad」を導入し、会議シス

テムとして「モアノート」の導入をはじめました。現在の会議システム「サイ

ドブックス」は、平成２９年８月に変更されたとのことですが、「モアノート」

については、あくまで印象として、企業などの会議においては優位にあるとの

ことで、自治体の会議の仕組みにおいては再検討をされたとのことです。 

 議会側については、執行部側の導入の翌年に議員会の研修会を実施し（平成

２８年１月）、その後、行政視察、研修会を重ね、平成２９年４月にタブレット

端末導入を決定したということで、このスピード感には、市がＩＣＴ化推進の

方向に大きく向いていることも一つの要因と感じました。 

 導入のきっかけについては、ペーパーレス化を一つの目的に検討をはじめら

れたのは我が市も同様のところですが、検討を進めるなかで、それ以外の例え

ば、議会側に対しては非常に多くの資料の印刷、体裁を整える、配布など多く

の作業が必要な部分が、資料をデータのまま出せること、このため印刷や体裁

を整える、配布などの作業のほとんどが必要なくなることの効果が大きいこと

もあり、それほど問題もなく導入の決定に至ったようであります。 

 当委員会でも検討を重ねていますが、その協議の中で出てこなかった部分も

ありましたので、簡単に報告させていただくと、会議システム以外で、連絡等

のシステム「ラインワークス」、資料等の配布「Ｇメール」、スケジュール管理

システム「グーグルカレンダー」なども導入している点は参考になりました。 

 「ラインワークス」については、無料のアプリケーション「ライン」の有料

版で、事務局と議員、あるいは議員間などの連絡やコミュニケーションをとる
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ために導入をし、資料を配布したことや会議開催などの周知が可能で、「既読、

未読」が確認できる点が便利とのことです。このため、議員がそれぞれどのよ

うな状況（閲覧したのか、そうではないのか）にあるのか把握することも可能

ということです。 

 「Ｇメール」については、グーグルの有料システム「Ｇスイート」の一つで、

連絡、資料添付などがある場合はこのシステムを使用しているとのことです。

このシステムのライセンスを一つ持っていることで、現在スマートフォンなど

を持っている、あるいはパソコンなど、どの端末からも利用できるので、利便

性は高くなっています。またファックスの代わりとなるものですが、通信環境

があればスマートフォンなどでも受信でき、またカラー文章、資料なども付け

られることから、現在の環境から見れば非常に有効なシステムと思います。 

 「グーグルカレンダー」については、「Ｇメール」同様、グーグルの有料シス

テム「Ｇスイート」の一つで、スケジュール管理を行うものです。表示を多様

に設定できるため、市のイベント用、議会用、正副議長用など、様々なスケジ

ュールを管理でき、尚且つ複数のカレンダーを一つのカレンダーとして表示で

きることも出来るため、事務局も含め議員のスケジュール管理には便利なシス

テムです。 

 木更津市の取り組みでは非常に細かな説明をいただいたが、タブレット端末

導入による紙資料の削減は大幅にできたが、それよりも経費面において、資料

に要する労務や時間削減の方がとても大きいということが分かりました。この

点は数字に表れにくく見えにくい部分もありますが、当市においても同様の効

果が見込まれると思います。 

 

 

＜多摩市＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多摩市の視察においても、検討から実際の導入までがスピーディだったこと

が伺える。多摩市議会ではすでに、委員会ではパソコンの持ち込みが可能（本

会議は不可）であったことから、紙の資料を減らす方向での意思決定は早かっ
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たように思われます。また、紙資料のメリットもあるが、量の問題、資料の持

ち運びの問題、配布、受け取りなどの時間差の問題などから、タブレット端末

の導入に向けて検討がはじまりました。 

 導入の結論から言えば、当初は平成３０年度の予算化に対し、平成２９年度

に予算化し、平成２９年５月に議員向けのタブレット端末を配布し、議会での

使用に向けた準備を進めています。実際には操作説明会や職員向けに、資料を

データとしてアップロードするための説明などで、職員向けの操作説明は１４

回に及んだことなどは、かなり慎重に進めてきたことが伺えます。 

木更津市と違う点となりますが、多摩市ではタブレットの導入は議員と議会

事務局向けであって、執行部側にはタブレット端末が導入されていない点は大

きな違いとなっている。この例は、当市に導入を考える点においても、執行部

側まですべて導入を考えにくい（すでに別の形で会議を行っていることなどか

ら）状況から、参考になる点となっています。執行部側ではインターネットに

接続できる端末へ資料のデータを送り、そこから議会で閲覧できるクラウドサ

ーバーへデータを送る形となっており、以前の膨大な業務量（以前は資料をプ

リントし、必要部数のコピー、議会側に持ち込み、議員向けに配布）と比較し、

自分のデスクにいたまま、データとして資料を配布可能となったことで、極端

な言い方をすれば、通常業務をこなしながら議員向けの資料も送ることが可能

となり、その効果は大きいと説明されていました。まさしく、タブレット端末

導入による目に見えづらい効果の一つだと考えられます。当初は、ペーパーレ

ス化で始まったものでありますが、議会から見れば情報を迅速に受け取れるこ

と、効率化が図られることで審議を深くできることなどは、議員として必要な

ことで、それがタブレット端末の導入で出来るのであれば数字には出ない効果

として訴えていくべきところかと思います。 

多摩市においても使用基準を設けて、その使用範囲を定めています。木更津

市も含め少し意外であったのは、アプリケーションの管理についてそれほど厳

しくはしていない点は一つの気付きでした。使い勝手が良くなるために導入し

たものが、あまり縛りを厳しくして使い物にならないとなっては、元も子もな

いという点もあり、議会以外での議員活動にも活かせるよう、厳しい使用制限

の明記は避けているようであります。 

多摩市の視察においてもう一つ工夫をされている点は、議員の政務活動費の

一部を端末通信料の負担金として歳入に組み込んでいる点は参考になりました。

このことが良いかどうかは検討する必要がありますが、議員活動のうちの必要

な割合を試算し算出された割合を、部分的に負担している点は、あまり他に例

を見ないところかと思います。 
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今回、両市の視察をさせていただき、それぞれ端末のサイズの違い、実際に

会議で使用する形式の違いなど、同じようなシステムを導入はしているものの

多くの違いを感じることができました。しかし、そのいずれにしてもタブレッ

ト端末の導入の効果は大きく、議員が議会でそれを使うこと以外でも、普段の

議員活動に大きな効果があることも知ることができました。加えて執行部側に

も業務量の削減、効率化など大きな効果があることも分かりました。初期費用

とランニングコストはありますが、それを上回るような効果があると思われま

す。視察させていただいた中で、市役所も電算化の早い遅いはあったかもしれ

ないが、今では当たり前になっていて、それが無いことは想定できない。とい

うお話もありました。しかしながら、議会側を見れば、そのほとんどがいまだ

紙ベースというのは考え直す必要があると思います。使いこなすにはいささか

時間も必要とは思いますが、両市の視察でお話を聞いている限り、大きな問題

にはならない状況と考えます。システムの導入、運用にはまだ多くの検討が必

要となりますが、今回の視察をうけて、できるだけ速やかな導入に向けて進む

べきと改めて感じました。 

 最後に大変お忙しい中視察を受け入れていただきました木更津市、多摩市の

ご担当をはじめ関係方々には、細かな資料をはじめ丁寧な対応をしていただき

深く感謝申し上げます。 


